Processing of shape defined by disparity in monkey inferior temporal cortex by タナカ, ヒロキ & 田中, 宏喜
Osaka University










氏 名 田 中 宏 喜
博士の専攻分野の名称 博士(理学)
学位記番号 第 15770 守Eコ
学位授与年月日 平成 12 年 11 月 20 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当
基礎工学研究科システム人間系専攻












胞の応答を検討した。その結果、異なった図形を含む 8 つの RDSs のいずれか 1 つにでも反応した細胞のうち、約
20%の細胞が、異なった RDSs に対し、異なった応答を示した。片目像のみを呈示した場合には、この応答選択性
は失われたことから、この応答選択性は、片目像中のドットパターンにたいする選択性とは考えられない。さらに、
















ときに 8 つの図形のいずれかが知覚される RDS を提示したコンビュータディスプレーを注視している最中のサルの
IT 野細胞の反応を、単一細胞外記録法により調べた。 8 つの RDS のうちいずれか l つにでも反応した細胞のうち、
約20 パーセントの細胞が、 RDS に対する反応に有意な変動(反応選択性)を示した。片眼像のみを呈示した場合に




しくは、視差で定義された形に対して形選択性を示した細胞のうち、約 3 分の 1 の細胞は、いずれの手がかりにも興
奮性の活動を示した。これらの細胞群では、 2 つの手がかりにたいし、類似した形選択性を示した。テクスチャーと
視差についても同様の傾向がみられた。以上のことから、 IT 野において、視差に基づく形の情報が伝えられている
こと、さらに、視差と、明るさ、もしくはテクスチャーの情報が同一細胞で収敏しており、手がかりに依存しない形
の情報伝達がおこなわれていることが考えられる。
以上のように、本研究は、単眼網膜像上には存在せず、脳の中において両眼視差情報から算出された形の情報を伝
える神経細胞を側頭葉視覚連合野に発見した。この成果は、大脳皮質における視覚情報処理の機構解明への重要な貢
献であり、博士(理学)の学位論文として価値あるものと認めるo
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